
2011 IEEE Leadership Training Workshop in Kumamoto University 報告書

熊本大学 SB Chair 伊藤 優太

2011 年 11 月 12 日、熊本大学にて IEEE Leadership Training Workshop を開催したので、大会の

概要とワークショップの内容について報告する。

1. 参加者

（学生）

北海道大学 2 名 明治大学 3 名 東京理科大学 2 名 兵庫県立大学 3 名

東京大学 2 名 横浜国立大学 2 名 早稲田大学 2 名 奈良先端大学 2 名

東京工業大学 2 名 慶応義塾大学 2 名 名古屋大学 2 名 京都大学 2 名

東京都市大学 2 名 東京電機大学 2 名 静岡大学 2 名 大阪大学 2 名

立命館大学 2 名 関西大学 2 名 山口大学 2 名 徳島大学 2 名

香川大学 2 名 熊本大学 4 名(幹事校)

計 48 名

（先生方）

明治大学 井家上先生 東京工業大学 西原先生 熊本大学 井上先生、常田先生

大阪大学 尾上先生 香川大学 澤田先生

計 6 名

（スタッフ）

JC 事務局 島袋さん、加藤さん

計 2 名

合計 56 名

2. ワークショップ概要

・懇親会

1 次会

日時：2011 年 11 月 11 日(金) 18:00～20:00 

場所：熊本大学黒髪南キャンパス 生協(Forico) 

参加者：約 50 名

参加費：Free 

※GINI ロゴデザインコンペティションを行う。



2 次会

日時：2011 年 11 月 11 日(金) 21:00～23:00 

場所：炭火蔵 熊本下通り店

参加者：約 25 名

参加費：3000 円

※2 次会会場(繁華街)へはバス移動。大学から会場まで役員が先導した。

・ワークショップ

日時：2011 年 11 月 12 日(土) 9:00～15:00 

場所：熊本大学黒髪南キャンパス 共用棟黒髪 1 1F 講義室

参加者：56 名

3. ワークショップ内容

・Leadership Training (尾上先生)

・Report of R10 Student Congress (明治大学：小池さん)

・Self Introduction and Student Branch Activity Report (各大学 4 分ずつ)

・Report of JC GINI (北海道大学：時さん)

・Workshop 

～グループディスカッション「東日本大震災」～

参加者を 8 グループに分け、40 分グループディスカッションを行い、各班 3 分程度で簡単なプ

レゼンテーションを行う。

予めキーワードとテーマを以下のように設定した。

「IEEE」 震災からの復興や、防災、地震予知に向けて、IEEE もしくは電気、電子、情報技術

が貢献できることはあるか？

「原子力発電所」 原子力発電所をなくすべきか？なくすとすればどのような代替エネルギー

で賄うのか？必要なら脱原発派の人々をどう説得するか？

「節電」 冬場の節電に向けて私たちが出来ることは？計画停電や夏場の節電の経験をどう活か

すか？

「就職、経済活動」 企業が採用時期を遅らせたことは、学生にどのような影響を与えたか？

被災した企業には復興に向けてどのような援助が必要か？

「放射能汚染」 放射性廃棄物を今後どのように処理していくか？風評被害を防ぐ為にはどう

すればよいか？

これらのテーマを選ぶか、自由にテーマを設定するかは各班の自由とした。

ワークショップの各班のレポートは最後のページに添付する。



4. 感想

全体を通して、非常に有意義な 2 日間となった。熊本大学は役員が 4 名と少なく、会場設営や

2 次会会場への誘導が大変だったが協力して進めることが出来た。各ブランチでの活動報告では、

特に関東、関西圏の大学が積極的に活動を行っていると感じた。地方大学だとどうしても大学間

の連携が薄くなりがちだが、できるだけ連携を深め、魅力あるワークショップを開催できれば会

員の増加にも繋がると思う。

ワークショップでは各班とも活発な意見が飛び交い、大変充実したものとなった。ほとんどの

班が新たにテーマを設定し、積極的に参加してくれたと思う。短時間でスライドを作りパワーポ

イントでプレゼンテーションをした班もあり、質疑応答を含め大変盛り上がった。

懇親会やワークショップを通じて、様々な大学の学生や先生方と交流を深めることが出来、い

い刺激になった。これからも Facebook などを通して、つながりを保っていきたい。

5. 要望

交通費の精算についての質問を数多く受けたが、精算方法などこちらで把握していない部分が

多かったので対応に困った。精算方法などは予め各参加者に通知していただければ有難いと思う。

6. 謝辞

本ワークショップの円滑な運営には各大学の参加者の皆様、先生方、IEEE Japan Council スタ

ッフの皆様の多大なるご協力を頂きました。心より御礼申し上げます。




















